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今年も 7 月下旬に乗船勤務（いつもの 南端の領土）から戻り、猛暑の中、東・裏丹沢の源流

部への釣行を繰り返していた。8 月下旬から 9 月中旬は仕事で身動きが出来ず、ようやくラスト

チャンスの好天にタイミングが合って黒部源流域に入ることができた。 

 

【9 月 24 日：1 日目】 曇りのち雨 

高速料金深夜割 30%を利用すべく、午前 3 時半に自宅を出て八王子 IC に滑り込む。中央道・

外環道・関越道・上信越道・北陸道（トンネルの多さに閉口）を経て立山 IC で降りる。時間がある

ので富山県立山博物館を覗こうと思ったが、休館日（火曜日）でそのまま有峰林道に入る。12 時

30 分、折立着。三連休の 終日でキャンプ場前の駐車場には 50 台ほど駐車していた。ナンバ

ーは岩手・会津・野田・つくば・品川・多摩・横浜・富山・名古屋・なにわ・三重他に自分の八王子

が加わった。有峰林道の岐阜側が通行止めのため西から来た人は大変だったようだ。夕方の有

峰林道閉鎖までにさらに十数台の車が加わった。 

ガイドブックやネット情報さらにドコモの Web「携帯電話がご利用いただける登山道」では、折

立は利用不可スポットになっていたが、アンテナが 4 本立ち何の問題もない。キャンプ場を見る

と左右に真新しい基地局のパンザマストが建っている。これだ！と思い確かめに行くと、ドコモと

KDDI の基地局でした。これは便利になりました。 

    

 

 

 

 

 

←折立キャンプ場 KDDI の基地局が左側に、ドコモは

写っていないが右側にある。KDDI のほうが設備は立

派に見えた。 

折立駐車場 登山口 

折立キャンプ場 



  

     https://www.nttdocomo.co.jp/area/mountains/individual/print.html?id=yakushidake 

 

駐車場では数人の人と話をしたが、なかでも 67 歳、69 歳の人が単独でテント泊で薬師岳や雲

ノ平に行くと聞いて凄いもんだなぁと感心してしまった。北海道の百名山を今夏すべて登った人と

会津の元熊撃ちで百名山をせっせと登っている人であった。 

折立に到着して間もなくぱらついてきた雨は、15 時ころから本降りとなったが、予報資料から

明日以降の晴天は 3 日間鉄板なので、安心して雨音を聴きながら車中泊した。 

 

【9 月 25 日：2 日目】 晴れ 

 3 時過ぎに起きると、層雲が残っていたが雲の切れ間からオリオンの三つ星が見えた。4 時前

にトイレに行くと、小さなザックをちょこんと背負った夫婦が早立ちしていく。今日はどこまで行くの

だろう。 

 自分はコーヒーとコンビニおにぎり 1 個の軽い朝食を食べて 06 時 10 分出発。愛知大十三人の

慰霊碑の前を通って少し登ったところで、膝のサポーターを忘れたのに気付き、車に戻りさらに

出遅れる。早速始まる急登をゆるゆる登っていくと、朝一番の有峰林道ゲート通過組が次々と登

ってくる。24 入りトイレットペーパーを 2 パックを背負子に括り付けた歩荷さんに抜かれる。高度

を上げていくと左側遠くに剱岳が見え始める。やがて薬師の山容に隠れて見えなくなってしまう

が、劔に登ったのは 20 年以上前だなぁと当時を思い出した。 
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剱岳が顔を出す 



8 時過ぎに県警ヘリが飛来し、間もなく薬師方面から富山空港方向へ戻って行った。のちに小

屋で聞くと、木道で足を滑らせて捻挫か骨折した人を 2 か所でピックアップして戻ったとのこと。

木道でスリップして怪我をして、ヘリに救助される人が多いらしい。 

12 時前に太郎平小屋に着きヤレヤレと大休止。このころから谷筋からガスが上がり始め、薬

師岳の山頂付近を隠し始める。そういえばそんな時間だなぁと遠い昔の山を思い出した。 

前日折立で話をした人と会い、また話し込んで

結局 40 分近く休み、いよいよ黒部源流域に下降

する。初めは太郎山を絡むように進み、次第に急

下降となる。これを登り返すのは嫌だなぁと思い

ながら、やがて第一渡渉点の仮設橋、上流の緩

やかなよどみにはイワナが数尾定位している。丹

沢のイワナはこんなにのんびりしていない。竿を

出したくなったが、今日は薬師沢小屋に入るのが

目的なのでぐっと堪えて前に進む。第二・第三渡

渉点の仮設橋を渡ってカベッケ原に着いた。ちょう

どベンチがあり 15 分ほど鳥の声を聞きながらボー

っとしていた。現役時代に先輩の班報を読んで、

カベッケ原ってどんな所だろうと思ったのは、もう

50 年近く前のことになる。 

14 時 50 分、薬師沢小屋着。小屋終い（10 月 10

日）の準備が進んで、小屋前のテラスは片づけら

れていた。1 泊夕食付きで 8700 円、さらに JRO の

会員証を見せると500円引き。この日の宿泊は20

数人。予約無しで来るとカイコ棚の上段に入れら

れるようだ。前もそうだったとぼやいている人がい

た。 

夕食後は、信州大医学部山岳部のカップル（4

年生）とよもやま話をしながら消灯まで過ごす。本

流でルアーをやったが 1 尾も釣れなかったと首を

かしげていて、翌日は赤木沢を詰めると言ってい

た。自分の隣の人は轟音を立てて鼾をかいてい

て、やはり小屋は耳栓必携と再認識。明日は一

日釣りで、早立ちの必要もきついアルバイトもな

い の で 、 そ ん

なに気にせず

耳 を ふ さ い で

いるうちに寝て

しまった。 

 

 

薬師岳 

太郎平小屋 

薬師沢小屋 小屋夕食 

水晶・鷲羽など黒部源流の山々 



【9 月 26 日：3 日目】 快晴のち晴れ 

帰りの荷（食糧・酒）を減らすため、朝食は自炊し 7 時前に小屋を出る。小屋下の薬師沢に降

りて 7 時 10 分釣り開始。気温 6℃、水温 7℃。小屋下からルアーを投げ始めるとすぐ 1 尾追って

きた。これは釣れずに約 20 分後に黒部第 1 号のイワナ。初めホームグラウンドの丹沢と違い、

流れが広すぎて何処にイワナが付いているか分からず戸惑ったが、それらしいところには大抵イ

ワナが付いていることが分かりにんまり。ルアーを沈み石の際を通すと狙い通りに穴から飛び出

してきたり、思わぬところでヒットしたり、大きな釜

では 3・4 尾が追ってくる。昔はいくらでもいたとい

う話はよく聞くが、丹沢に比べれば比較にならな

いくらい魚が多い。源流の透明度の高い流れと

源流域の美しさで、まさに楽園であった。 

15 時前まで釣り上がり、ちょっとした通らずの

ところで遡行を中止、足早に釣り下った。16 時小

屋着、薬師沢で前日の汗まみれの衣類を洗い、 

渓流シューズ、ネオプレンのスパッツなどと乾燥室に干す。この日の宿泊は十数名。 

NHK のドローン撮影隊が同宿し賑やかであった。雲の平辺りを撮影したらしく、BS で 11 月 23

日に放送という話であった。小屋のおねーさん（この人は 4 月に山渓から「黒部源流山小屋暮ら

し」というイラスト入りの楽しい本を上梓）に、下流の方がイワナの型が良くなると聞いて、明日は

大東新道に沿って A 沢出合まで本流を下り、釣り上がることにする。21 時消灯、就寝。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒部源流域第 1 号イワナ 

この区間を釣った 

9 月 26 日 

薬師沢 
薬師沢 



【9 月 27 日：4 日目】 晴れのち夕方から曇り 

今日も朝から晴れ、自炊室でドリップコーヒーと千歳同期の天然酵母パン屋（木のひげ：多摩

センターにあります）が焼いたハードパンを食べて、早立ちする人を見送ってのんびりと支度をす

る。今日の釣り人は自分と赤木沢方面を釣るテンカラの人の二人だけ。 

あまり早く出ても川に日が当たらずイワナの活性も低いので、7 時半に小屋を出て大東新道沿

いに A 沢出合いに向かう。途中、雲の平を早立ちした数人とすれ違う。小一時間で A 沢出合い

に着きタックルをセットして開始。渓に日が射すようになるとエメラルドグリーンと評される流れか

らイワナがルアーにヒットする。確かに

薬師沢より魚体は大きく、アベレージサ

イズは 24 ㎝くらい。数は 18 尾と前日よ

り少なかったが、28 ㎝・27.5 ㎝×2 尾・27

㎝とまずまずの型を見た。小屋のおね

ーさんによると、尺イワナは少なくなり、

ワンシーズンに 3 尾くらい尺上の話を聞

くくらいだそうだ。黒部源流の流れを独

占して、まさに至福の時を過ごすことが

できた。 

  黒部源流の雄イワナは、色が黒っぽくイカツイ顔の頭でっかちで寸足らず気味だが、尾鰭をは

じめとして各鰭が発達したこれぞ「源流イワナ」というものが現れる。雌はポッテリとしておっとりし

たような顔のものが釣れてくる。 

 

黒部川本流 

黒部川本流 



当日撮った画像を改めて見

ると、魚ばかり写してあまり源

流の風景を残していない。水

面ばかり見ていて周りに目が

いっていなかった。次回は余

裕を持って渓に遊びたいと思

う。遡行したのは大した距離

ではないのだが、イワナの着

き場が沢山あることに加えて、

この日はライン（釣り糸）トラブ

ルや、ルアーをあれこれ試し

たので思いのほか時間を費

やし小屋に戻ったのは 16 時

半になってしまった。 

            

この日の宿泊客は 5 人。連泊のテンカラを始めてやったという人。宮崎から来て明日雲の平に

向かう人（この人は夕方スピナーでひょいと 2 尾釣ったと言っていた）、初日に折立であった会津

から来た元熊撃ちさん。明日は薬師沢をテンカラで遡行するという千歳に行きたかったという松

原高校出身者（学校群制 後の世代）。この人たちと消灯間近まで飲んで歓談・就寝。 

 

この区間を釣った 

9 月 27 日 

これぞ源流の♂イワナ ぽってりとした♀イワナ 

黒部川本流 



【9 月 28 日：5 日目】 曇りのち雨 

 前日一緒に折立に降りようと誘われた人の支度を待って、小屋発は 07 時 40 分になった。同行

者は花巻の人で、55 歳で早期退職して山歩きを始めたという 61 歳。テンカラ釣りは前回（8 月）

全く釣れず、今回初日 1 尾、2 日 4 尾釣って、イワナ釣りにハマったと言っていた。 

 太郎平の登りを詰めていくと、3 日前に比べて一段と黄葉が進み、ナナカマドの紅葉もはっきり

しているのに気付く。これから山の秋は駆け足で日毎に景色が変わっていくのだろう。 

  太郎平小屋に着くころか

ら弱い雨が降り始め、薬師

岳山頂は雲の中に。今回

は予報資料が 1 週間前か

らあまりブレが無く、ほぼ注

文通りの天気経過になった。

折立への下り、五光岩ベン

チを過ぎて15時過ぎから本

降りとなる。 後の 1 時間

は踏ん張りの利かなくなっ

た足に急な下りが堪えた。

16 時を少し回って折立の駐

車場着。小降りになった有

峰林道を制限速度厳守で下り、亀谷ゲートを抜けてすぐの亀谷温泉白樺ハイツで 5 日間の汗を

流した。立山 IC から北陸道に乗り、上信越道に入って小布施 PA で 22 時仮眠。 

 

【9 月 29 日：6 日目】 曇り 

小布施 SA を 4 時過ぎに出て、墨絵のように浮かぶ妙義山を見ながら上信越道を走り、関越

道・外環道を経てあきる野 IC で降り 7 時半に帰宅。 

装備や衣類の片付けをすると、今回新調したファイントラックの山ズボンが無い！思い当たる

のはズボンをはき替えた温泉の脱衣場。いい湯に浸かってボーっとしたのが原因？素晴らしか

った山行の思い出が台無しになるとこだったが、白樺ハイツに電話して発見、後日自宅へ着払い

で送ってもらい無事回収した。 

来シーズンは、南アルプス野呂川（両俣小屋先）のヤマトイワナがメインターゲットだが、黒部

源流再訪も捨て難い．．． 

太郎小屋への登りで 北ノ俣岳 

太郎平小屋近くから薬師沢源流域 



※今回のまとめ 

●黒部源流、来年もこの渓でのんびりと竿を振りたい。精進しよう！ 

●昨年の徳本越えを除くと、北アに入ったのは 20 年以上前の劔以来。 

 釣りに絡めた山行であったが、奥山の良さを再認識。 

●薬師沢 26 尾（19～24.5 ㎝）、黒部本流 18 尾（22～28cm）、暗黙の了解でオールリリース。 

●荷が重い。釣りタックルは仕方ないが、衣類・食糧・酒と相変わらず検討の余地あり。 

●黒部源流の水を 3L 担ぎ上げて、自宅でコーヒー。 

●聞き書き：シルバー世代（リタイア組）は、天気予報で晴れマークが続くとそれを見てどっと 

山に繰り出す。故にシーズン中の晴天は平日でも小屋が混むらしい。 

 


